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要　旨
　1995年に起きた阪神・淡路大震災以降，日本の災害看護学は発展を遂げてきた．被災者支援のあり
方とともに，支援者のストレスやその緩和対策についても講じられ，その一つとして，ブリーフィン
グの重要性が訴えられている．しかし，実際には事務的内容の説明や活動方針のみの共有に留まって
いるのが現状である．被災者支援では多くの看護職が派遣されるが，看護職に特化した内容が記述さ
れているものはない．災害のあらゆる時期，あらゆる場で活動する看護職は，その機能の独自性や職
業倫理などから他職種とは異なるストレスを感じることが予想され，看護職だけのグループで被災地
に赴くこともあるため，看護職に特化したブリーフィングが必要である．
　2016年４月16日に発災した「平成28年（2016年）熊本地震」では，千葉大学大学院看護学研究科の
教員および大学院生が被災地の要請を受け派遣されることとなった．そこで，看護職による支援に必
要と思われるブリーフィングを行った．そこでは，初動体制として必要なCSCAの確認と情報の供与，
およびプロジェクトプランに必要な要素としての６Ｗ２Ｈの確認を組み入れた．それにより，具体的
な活動を共有してイメージでき，必要十分な準備，被災地における看護活動の評価にもつながると考
察された．
　円滑かつ有益な被災地支援を行うためには，このようなCSCAおよび６Ｗ２Ｈを組み入れたブリー
フィングの実施が必要である．
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Ⅰ．は じ め に
　1995年に発生した阪神・淡路大震災は，被災者
のみならず支援者のメンタルケアの重要性に気づ
く契機となった．日本赤十字社は支援者のストレ
ス処理のためブリーフィングとデブリーフィング
の実施を推奨しているが（日本赤十字社，2004），
その内容は概念レベルに留まっている．災害時に
実施されるブリーフィングに関する資料では，任
務遂行のための説明や起こりうる事態への対処と
いう目的や留意事項について記述されているもの
もあるが，一般論に留まり具体的内容について示
されているものはない．また，多職種合同で開催
され，かつ事務的内容の説明や活動方針の共有に
留まり，ストレス対処や活動終了後のデブリー
フィングに言及した内容を含んでいる報告はない．
　日常的ではない災害支援活動に参加する看護職
は，十分な準備状態ではないまま被災地に向かう
こともあり，その結果多くのストレスを抱える．
被災者支援では多くの看護職が派遣されるが，看
護職に特化した内容が記述されているものはない．
災害のあらゆる時期，あらゆる場で活動する看護
職は，その機能の独自性や職業倫理などから他職
とは異なるストレスを感じることが予想され，日
本看護協会から派遣される“災害支援ナース”とし
て看護職だけのグループで被災地に赴くこともあ
るため，看護職に特化したブリーフィングが必要
である．
　2016年４月16日に発災した「平成28年（2016
年）熊本地震（以下，熊本地震）」では，千葉大
学大学院看護学研究科の教員および大学院生が被
災地の要請を受け派遣されることとなった．そこ
で，看護職による支援に必要と思われるブリー
フィングを行った．そこでは，初動体制として必
要なCSCA（Command & Control：指揮・統制，
Safety： 安 全，Communication： 情 報 伝 達，
Assessment：評価）の確認と情報の供与，およ
びプロジェクトプランに必要な要素としての６Ｗ
２Ｈ（When：いつ，Where：どこで，Who：誰
が，Whom：誰に，Why：なぜ，What：何を，
How：いかに，How much：いくら）の確認を組
み入れた．それにより具体的な活動を共有してイ
メージでき，必要十分な準備を整え，被災地にお
ける看護活動の評価にもつながる結果をもたらし
たので，ここに報告する．
Ⅱ．派遣支援要請からブリーフィング実施
までの経緯　　　　　　　　　　
　熊本地震発災後，４月25日に被災地の施設経営
者である看護師から支援の要請を受けた教員より
共同災害看護学専攻 災害看護グローバルリー
ダー養成プログラム（Disaster Nursing Global 
Leadership Program：DNGL）の教員へ相談が
あり，DNGLでのプロジェクトチームメンバーで
ある教員と大学院生に派遣の意思を確認した．授
Abstract
　Since the Great Hanshin/Awaji Earthquake occurred, disaster nursing has been developing in 
Japan. Being discussed the support system for the care provider, not only for the survivors, the 
importance of briefing is appealed for decreasing the stress of them. However, in actuary, briefing 
is seemed to be carried out with only logistical explanation or action program of businesslike 
contents.
　Many nurses are dispatched for the survivors support at disaster, but there is no description 
about briefing that is specialized for nurses. It is anticipated that the nurses who act in any 
location and in any phase at the disaster feel stress so much.
　Sometimes, the group which consisted of only the nurses go to the stricken area, so that the 
briefing specialized for nurses is necessary.
　When the Kumamoto Earthquake occurred on April 16, 2016, some faculty members and 
graduate students at Graduate School of Nursing, Chiba University were dispatched as nurses. 
Then, the briefing that is specialized for nurses was carried out. It was based on CSCA for 
establishing an initial system, and explained along 6W2H as essentials for project plan. With the 
briefing, the nurses were able to image and share concrete activity, also they could make a 
necessary preparation beforehand. Furthermore, it was effective to re-assess and evaluate the 
nursing activities at the stricken area.
　To perform smooth and useful support at the stricken area for nurses, the briefing based on 
CSCA and with the explanation along 6W2H is necessary.
Key Words： Disaster，Nursing，Briefing，Kumamoto Earthquake
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業や業務に支障をきたさない範囲で可能な派遣期
間（2016年５月３日から７日）を検討し，十分な
保険に加入していることが確認された３名の教員
と２名の大学院生の派遣を決定した．他のDNGL
の教員と大学院生，および看護学研究科長，
DNGL統括，支援要請を受けた教員，副事務長ら
が学内において後方支援を担当することとなった．
派遣されるメンバーおよび，後方支援を行うメン
バーに対し，５月２日に熊本地震に関するブリー
フィングを，筆者らがプレゼンテーションソフト
ウェア“パワーポイント（スライド数60）”を用
いて行い，配布資料として準備した．そののち，
ブリーフィングに参加した全員で意見交換と新た
な情報の確認を行った．確認事項として挙げられ
たのは，支援要請者の最新の状況や，熊本県災害
対策本部発表の最新の保健師の活動状況，派遣
チームの活動方針，飲料水の搬入法などであった．
ブリーフィングには約１時間を要した．
Ⅲ．ブリーフィングまでの準備
１．情報収集
　熊本地震発災直後より，内閣府および災害対策
基本法指定行政機関災害対策基本法指定公共機関，
国および自治体災害対策本部（熊本県，甲佐町），
自治体ホームページ（熊本県，甲佐町および周辺
の郡・市町村），災害ボランティアセンター，災
害系・看護系・医療系学会，国立感染症研究所，
日本災害ボランティア支援団体ネットワークなど
の機関や組織から情報収集を行い蓄積していった．
２．物品の確保
　リストを作成して，必要物品を購入し，派遣
チームメンバーごとにパッケージを行った．また，
支援活動や要請先に有用となる資料を印刷しファ
イリングした．
３．保険の確認と加入手続き
　大学院生はボランティアに対応した一般社団法
人日本看護学校協議会共済会の総合補償制度Will
２または３に加入していることを派遣の条件とし
た．さらに，社会福祉協議会のボランティア活動
保険天災タイプに加入させた．
Ⅳ．ブリーフィングに含んだ内容
１．災害の概要
　気象庁発表のデータに基づき，連続して発生し
た各地震の時間，規模，地域の分布震源，地震活
動の状況，および国土地理院による震源断層モデ
ルを図と表で示した．
２．被災地の概要
　九州地方，熊本県および派遣された甲佐町を地
図上に示し，行政区分を表で示した．さらに，甲
佐町については，面積，世帯数と人口数，性別と
年齢の人口構成，産業，稼働している主要な公
的・民間の医療機関を表で示した．
３．被災の状況
　熊本県災害対策本部より発表された，町村別人
的被害（死者数，行方不明者数，震災関連死者数，
重傷者数，軽症者数），住宅被害（全壊棟数，半
壊棟数，一部損壊棟数），非住宅被害（公共建物
数，その他の建物の数），り災世帯数，り災者数
を表で，被災者数の推移をグラフで示した．甲佐
町発表の，通行止め道路，損壊ライフラインを説
明した．
４．支援の状況
　熊本県災害対策本部より発表された各町村で開
設された避難所，派遣された保健師数と推移，日
本看護協会より派遣された災害支援ナース数およ
び派遣先の推移を示した．
　甲佐町が発表した，ライフラインの復旧状況，
避難勧告地区対象の指定避難所と自主避難所，保
健師と介護福祉士の派遣状況，臨時災害放送局，
罹災証明発行の日時を示した．今後の仮設住宅建
設予定を示した．
　災害対策基本法指定行政機関，災害対策基本法
指定公共機関，自治体災害対策本部，自治体ホー
ムページ（熊本県，甲佐町），災害ボランティア
センター，災害系・看護系学会，国立感染症研究
所，日本災害ボランティア支援団体ネットワーク
の支援内容を検索するためのホームページURL
リストを表計算ソフトウェア“エクセル”にて作成
し示した．
５．要請機関の概要
　派遣要請をした，甲佐町で民間経営されている
A施設の住所や連絡先，施設までのアクセス方法，
およびホームページの内容を写真や地図を用いて
示した．
６．CSCA
１）Command & Control
　Command ：関係機関内での縦の「指揮命令」，
Control：横の連携である「統制」を意味し，災
害発生時の急性期に迅速な支援活動を行うために
は，組織化された指揮命令系統の確立が混乱を防
ぐことを説明した．Commanderは熊本県への派
遣支援チームではDNGLの教授，千葉大学学内で
の後方支援チームでは看護学研究科長とし，派遣
要請施設との関係性，それぞれのリーダーとメン
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バーシップの関係性を図で確認した．
２）Safety
　安全に活動できないと判断される場合には，し
かるべき組織への通報，現場からの退避，安全が
確保されるまでの避難の原則に従うこと，および
感染症のコントロールを行うことを説明した．
①Self：自分自身の安全として，体調管理の方法，
感染予防，有害ガスの吸入予防，怪我の予防法，
被災時の適切な行動の仕方，能力を超えた行動
の回避
②Scene：現場の安全確認として，危険箇所の確
認，怪我を引き起こす要因の存在確認
③Staff：スタッフの安全として，バディシステム，
報告・連絡・相談・確認，励ましと声掛け，ね
ぎらいや感謝と敬意の表出
④Survivor：被災者の安全として，能力を超えた
行動の回避，適切なコミュニケーション，災害
発生時の避難誘導，災害時用配慮者へのニーズ
に応じた支援
　実際の内容では，マスクや安全靴，手指消毒液，
常備薬の準備を促し，危険個所の情報を確認し
あった．必ず教員と大学院生がペアとなり単独行
動を厳禁とした．安否確認の目的をもって，毎日
１回必ず後方支援チームに連絡を入れることとし
た．現地においては，地域をよく理解している要
請者の指示に従って行動することも伝えた．
３）Communication
　情報収集として，TV，ラジオ，インターネッ
ト，無線機，優先携帯電話，衛星電話等を使用し，
現状の把握と医療組織内での情報伝達，警察・消
防等との情報伝達，救援機関との情報伝達，被災
者との情報伝達に努め，関係者（チームスタッフ，
現地のスタッフ，被災者）との良好な関係を維持
するよう説明した．
　今回，後方支援チームは派遣チームに対して必
要とされる情報を提供したり相談内容に対応でき
るよう，また安否確認ため，双方のメンバーの携
帯電話の番号を共有して緊急連絡網を作成した．
４）Assessment
　災害，被災地の状況，受け入れ先の情報の分析
と，被災者，現地支援者のニーズの分析をするよ
う説明した．詳細は次の７．６Ｗ２Ｈで示す．
７．６Ｗ２Ｈ
　下記についての説明を行った．
１）When：災害亜急性期の看護が必要とされて
いること．
２）Where：地方型の特性に応じること，高齢者
施設および非指定避難所での活動になること．
３）Who：看護職として期待されていること，
外部侵入者としてストレスにさらされること．
４）What：被災者・職員のストレスマネジメン
トや現地支援者へのコンサルテーション，
ニーズアセスメントを行い，医療行為やダイ
レクトケア，避難所での直接的な被災者への
支援は行わないこと．
５）Why：支援目的は，「被災者・職員のストレ
ス緩和」「職員のストレスマネジメント方法
の習得」「現地支援者の非指定避難所運営に
対する不安・負担への軽減」というニーズへ
の対応であり，裨益者は直接的には派遣要請
者で，間接的には避難所生活者であること．
ストレス緩和や不安の軽減の指標を示し評価
をすること．
６）Whom：直接被災者であり，生活の破たんや
日常業務の負担増，疲弊，地震への恐怖，新
たな業務への自信のなさ，外部支援者との新
たな人間関係の構築のストレスがあることを
念頭におくこと．５）のニーズがある対象で
あること．
７）How：ストレスケアの実施，非指定避難所
への同行と避難所アセスメントの協働．
８）How much：現地で必要となる往復経路の交
通費など
８．一般的注意事項
　スケジュール，持ち物，感染症対策，天気情報，
連絡網の確認を行った．
Ⅳ．考 察
　CSCAに沿い，６Ｗ２Ｈを意識してブリーフィ
ングを行うことで，派遣される看護職は具体的な
活動をイメージしつつ，必要十分な準備を行うこ
とができる．また，派遣される看護職と後方支援
を行う看護職とで，共通の情報を共有することも
できる．災害・被災地の概要や被災・支援状況の
把握の仕方について今回のように出典と項目を挙
げておくと，何をモニタリングしていけばいいの
かわかり，経時的な変化も把握しやすい．プロ
ジェクトプランに必要な要素６Ｗ２Ｈの内容でブ
リーフィングを行うことは，被災地での活動の目
的を個々の支援者の自己判断に任せることがなく
なり，情報の過不足を生じることもない．情報や
判断・分析に誤りがあった場合，具体的に関係者
間で確認され，修正することもできる．被災地に
赴く際にブリーフィングがなされなかったり，行
われたとしても看護活動にとっては不十分だった
りすると，派遣される看護職は，何をしていいの
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か，何ができるのかわからないまま出発すること
になる．そのことが不安や自信のなさにつながり，
大きなストレスにもつながる．また，現地での活
動において，目的や行動指針が個々に違っている
と，有益な支援ができなくなるばかりでなく，支
援者間の人間関係が良好に保てないことも生じる．
活動終了後「自分は役に立ったのだろうか？」
「自分は何をしてきたのだろうと？」と自責の念
に駆られる看護職もいる．すると，次の災害発生
時に活動する意欲や自信が起こらず，被災地での
看護活動の経験が活かせなくなる．そのようなこ
とを回避するためには，事前に被災地の状況を複
数人で確認しあい，活動内容や評価の指標を明確
にして，個々の感覚に任せず関係する看護職で共
通認識しておくことが重要となる．
　今回支援活動の６Ｗ２Ｈを具体的に示したため，
ブリーフィングにおいて参加者でそれぞれの内容
を吟味検討することができた．支援活動において
は，ブリーフィング資料に基づき派遣されるチー
ムのバディ同士で方針の確認や意見交換ができ，
共通認識の下活動ができた．また，実際に現地に
赴いてみると，状況の変化により要請者のニーズ
にも変化を生じていたことがあったが，６Ｗ２Ｈ
で明文化していたため，修正が容易であった．こ
のように，派遣された後でも現地において共通認
識の下，確認・修正ができるように具体的内容で
ブリーフィングを実施することは有益である．
Ⅴ．結 論
　CSCAおよび６Ｗ２Ｈを組み入れたブリーフィ
ングは，必要十分な準備，被災地における迅速で
円滑な活動を行うことや，派遣される看護職のス
トレスの緩和に有益である．また，後方支援チー
ムメンバーと派遣されて支援活動を行うチームメ
ンバー間で具体的な内容で共通認識をしておくこ
とに有効である．
利 益 相 反
　申告すべき利益相反はない．
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